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問題文 活性炭処理の種類とそれぞれの特徴と処理上の留意点について述べよ。 作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－1－1
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 上水及び工水

(1) 活 性 炭 処 理

の 種 類

① 粉 末 活 性 炭 注 入

粉 末 活 性 炭 を 着 水 井 等 に 注 入 し 、 臭 気 物 質 等 を 吸 着

さ せ 、 沈 殿 池 で 沈 殿 さ せ る こ と に よ り 処 理 す る 。 ド ラ

イ 炭 と ウ エ ッ ト 炭 注 入 方 式 が あ る 。

② 粒 状 活 性 炭 ろ 過

粒 状 活 性 炭 の ろ 層 を 通 過 さ せ る こ と で 水 処 理 す る 。

前 段 に 塩 素 を 注 入 し な け れ ば ろ 層 に 微 生 物 が 付 着 し 、

有 機 物 の 処 理 が で き る 。 オ ゾ ン 処 理 の 後 段 に 組 み 合 わ

せ る こ と が あ る 。

■ 粉末・粒状の根拠や提案に対する技術的な背景を書くようにしてください。

(2) 特 徴 と 留 意 点

① 粉 末 活 性 炭 注 入

必 要 な 時 に の み 使 用 で き る の で 、 注 入 期 間 が 長 く な

け れ ば 比 較 的 低 コ ス ト と な る 。 粉 末 活 性 炭 を 注 入 す る

と 脱 水 ケ ー キ が 黒 く な る の で 、 脱 水 ケ ー キ を 園 芸 用 等

と し て 販 売 す る 際 に は 留 意 す る 。

■「販売する際に留意する」とはつまり何することですか？「留意する」などと曖昧

な表現ではなく具体的に「・・を・・する」と行動で表す。

湿気対策は〇です。

ド ラ イ 炭 は サ イ ロ に 貯 蔵 す る が 、 湿 気 に よ り 固 ま り や

す い 。 エ ア ブ ラ ス タ ー や 加 振 装 置 を 設 置 す る 。

② 粒 状 活 性 炭
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常 時 処 理 と な る の で 高 コ ス ト と な り や す い 。 長 く 使

う と 目 詰 ま り す る の で 、 定 期 的 に 洗 浄 す る 。 石 炭 系 と

ヤ シ ガ ラ 系 が あ り 変 更 す る 際 に は 特 性 の 違 い に 留 意 す

る 。

「特性の違いに留意する」とは。これもつまり何することか？ 具体的に処置法を表

現してください。

ま た 、 ろ 材 入 替 え 後 に は 、 微 粉 炭 が 二 次 側 に 流 出 す る

こ と が あ る の で 試 運 転 ・ 試 験 を 慎 重 に 行 う 。 生 物 活 性

炭 は ろ 材 入 替 後 に 微 生 物 が 付 く ま で 日 数 を 要 す 。
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問題文 河川表流水を水源とし、急速ろ過方式を採用する浄水場において、いわ

ゆるゲリラ豪雨と呼ばれる局地的大雨の影響により、年に数回の頻度で原水がき

わめて高濁度となる事象が発生しており、対策の検討が求められている。あなた

が、この検討業務を担当責任者としてすすめるにあたり、以下の内容について記

述せよ。

（１）調査、検討すべきじこうとその内容について説明せよ。

（２）業務を進める手順を列挙して、それぞれの項目ごとに留意すべき点、工夫

を要する点を述べよ。

（３）業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整法案について述べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－2－2
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 上水及び工水

(1) 調 査 、 検 討

す べ き 事 項

① 調 査

・ 過 去 の 事 例 や 他 の 地 域 の 事 例 を 調 査 す る 。 近 年 、 気

象 の 変 動 が 激 し く な っ て き て い る の で 、 で き る だ け 最

新 情 報 を 集 め る 。

■ケーススタディでは経験、知識を求めています。ですから「わからないのでゼロか

ら調べて対処します」では答えになりません。今回はＡ評価が得られましたが、毎回

良い評価となるか心配です。経験力をもとに具体的な対処方法を示してください。

・ 施 設 能 力 の 余 裕 度 を 確 認 し 、 高 濁 対 応 時 に ボ ト ル ネ

ッ ク と な る 部 分 を 洗 い 出 す 。

・ 水 源 を 調 査 し 、 豪 雨 時 に 高 濁 の 要 因 と な り 得 る 場 所

を 把 握 し て お く 。

■これを初めから調べておいて、解決法を単刀直入に答えるようにしてください。

② 検 討

・ 運 転 方 針 に つ い て 検 討 す る 。

・ ハ ー ド 対 策 に つ い て 検 討 す る 。

・ 高 濁 を 早 め に 察 知 す る 方 法 を 検 討 す る 。

(2) 手 順 と 留 意 点

■ 期待される応えとやや違うようです。

この内容を読んでも、現状改善につながる具体的方策は得られません。

① 情 報 収 集

上 記 調 査 に よ り 、 対 応 す べ き 濁 度 と 持 続 時 間 を 決 定 す

る 。
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② 組 織 的 対 応 方 針

大 き な 視 点 で の 対 応 方 針 を 決 め 、 各 部 署 で 足 並 み を 揃

え て 対 応 で き る よ う に す る 。 そ の 際 に は 、 各 浄 水 場 の

実 情 を 加 味 し 、 現 実 と か け 離 れ た 方 針 と な ら な い よ う

留 意 す る 。

■見出しの「情報収集、組織的対応方針、ハード対策、ソフト対策」はいずれも形式

的な作業区分にすぎません。残念ながらこれでは河川表流水水源の急速ろ過浄水場の

ゲリラ豪雨対策がイメージできません。マネジメント論ではなく、水道問題の対処法

を具体的に表すようにしてください。

③ ハ ー ド 対 策

ボ ト ル ネ ッ ク と な る 設 備 の 改 善 や 設 備 の 増 強 を 行 う 。

大 が か り な 工 事 に な る こ と が あ る の で 、 ア セ ッ ト マ ネ

ジ メ ン ト や 長 期 的 な 施 設 整 備 計 画 と の 整 合 を 図 る 。

・ 薬 品 注 入 設 備 ： 凝 集 剤 や ア ル カ リ 剤 の 注 入 量 や 貯 槽

容 量 の 増 強

・ 浄 水 池 ： 高 濁 の ピ ー ク カ ッ ト の た め 取 水 停 止 が で き

る よ う 、 容 量 を 増 加 す る 。

・ 処 理 施 設 ： 傾 斜 板 の 追 加 に よ り 処 理 能 力 を 増 強 す る 。

ま た 、 汚 泥 処 理 の 能 力 を 上 げ る た め 、 脱 水 機 や 天 日 乾

燥 床 を 増 設 す る 。

・ 水 源 ： 他 の 系 統 の 河 川 か ら の 取 水 や 地 下 水 を 代 替 水

源 と す る 。

④ ソ フ ト 対 策

運 転 マ ニ ュ ア ル を 改 訂 し 、 対 応 能 力 の 向 上 を 図 る 。

(3) 調 整 方 策
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・ 組 織 内

役 割 分 担 と 責 任 を 明 確 に す る 。 情 報 の 共 有 を 確 実 に

行 う 。

■コンサルタントの実務上の「調整」の意味が読み取れず、物足りないです。

本講座では 3つの要件を求めています。調整とは、①過剰なところから何か減らして、

それを移して、不足を解消して最適化する、②プロマネの指導力がある、③専門分野

の技術応用がある。この 3つを表現しましょう。

・ 他 の 組 織

河 川 の 水 質 状 況 を 迅 速 に 共 有 で き る 体 制 を と る 。 上

水 の 相 互 融 通 を 検 討 す る 。

・ 需 要 者 等

本 取 り 組 み に つ い て 説 明 責 任 を 果 た す 。
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問題文 中小規模の水道事業者の多くは、人口減少に伴う水需要の減少、水道施設の老朽化、深刻化する人材不

足等に直面しており、技術的・財政的に様々な課題を抱えている。

さらに、市町村合併等が行われた地域の水道事業者においては、浄水場などの水道施設が点在し、運転監視装

置の設備機器厚生や仕様が異なることにより、運転管理や保全管理が複雑になっている場合があり、適切な維持

管理を難しくしている。

（１）水道施設の監視制御システムを整備するに当たり、技術者として多面的な観点から検討すべき課題を３つ

抽出し、それぞれの観点を明記したうえでその内容を示せ。

（２）抽出したかだいから最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の対応策を示せ。

（３）対応策によってあらたに生じるリスクと解決策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－１

評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 上水及び工水

(1) 課 題

① 効 率 化 と 省 人 力 化 （ 持 続 の 観 点 ）

■ こ こ は Ｏ Ｋ で す 。

人 口 減 少 に 伴 い 水 需 要 の 減 少 、 人 材 不 足 が 見 込 ま れ

る た め 、 監 視 制 御 シ ス テ ム の 整 備 に よ り 事 業 の 効 率 化

と 省 人 力 化 を 行 い 、 経 営 基 盤 を 強 化 す る こ と が 課 題 で

あ る 。

② 災 害 対 応 能 力 の 向 上 （ 強 靭 の 観 点 ）

人 口 減 少 下 で も 災 害 対 応 能 力 を 確 保 す る た め 、 監 視

制 御 シ ス テ ム の 整 備 に よ り 、 複 数 の 浄 水 場 間 の 相 互 融

通 を 迅 速 に 行 え る よ う に す る 必 要 が あ る 。

■現実的にこの↑ようなことはあると思います。ただし、残念ながらここでの焦点で

はありません。できたら別な観点が必要です。

③ 水 質 の 確 保 （ 安 全 の 観 点 ）

水 質 変 動 時 に ベ テ ラ ン 職 員 の カ ン に よ っ て 薬 品 注 入

量 を 変 更 す る 事 例 が あ る が 、 将 来 的 に 立 ち 行 か な く な

る 。 技 術 の 言 語 化 と 標 準 化 を 行 い 、 監 視 制 御 シ ス テ ム

に よ る 自 動 計 算 を 行 う 必 要 が あ る 。

■何故水質、安全ですか・・・やや唐突です。論理的に、問題点からひも解いて課題

を挙げるようにしてください。

(2) 最 も 重 要 な 課 題 と 対 応 策

課 題 ： 効 率 化 と 省 人 力 化 （ 持 続 の 観 点 ）

選 定 理 由 ： 水 道 は 国 民 の 生 活 に 欠 か せ な い も の で あ り 、
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各 地 域 の 水 道 事 業 を 持 続 さ せ る こ と は 社 会 の 持 続 可 能

性 の 確 保 に 寄 与 す る た め 。

■ここ言った内容は当然のことです。技術士以前の話なので↑別な内容がよいと思い

ます。

対 応 策 ① 中 央 集 中 化

監 視 制 御 シ ス テ ム を 整 備 し 、 中 央 の 拠 点 か ら 複 数 の

施 設 を 制 御 で き る よ う に す る 。 こ れ に よ り 中 央 以 外 の

施 設 を 無 人 化 す る 。 通 信 の 速 さ と 確 実 性 に 留 意 し て 整

備 を 行 う 。

対 応 策 ② 標 準 化 に よ る 維 持 管 理 性 の 向 上

市 町 村 合 併 や 広 域 化 し た 事 業 体 で は 類 似 シ ス テ ム を 複

数 運 用 し 維 持 管 理 性 が 低 下 し て い る こ と が あ る 。 水 道

情 報 活 用 シ ス テ ム の 仕 様 に 監 視 制 御 シ ス テ ム の 仕 様 を

合 わ せ る こ と で 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 化 と イ ン タ ー フ ェ

ー ス の 標 準 化 を 行 い 、 維 持 管 理 性 を 高 め る 。 ま た 、 事

務 系 シ ス テ ム も 連 携 し 、 事 務 の 効 率 化 へ の 波 及 効 果 が

期 待 で き る 。

対 応 策 ③ AI 技 術 の 活 用

薬 品 注 入 量 と 水 質 状 況 を デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ さ せ 、

AI が 適 正 注 入 量 を 算 出 し 、 薬 品 コ ス ト を 低 減 す る 。

水 需 要 の 変 動 を AI に デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ さ せ 、 AI に 水

需 要 の 予 測 に 基 づ い て 処 理 や 水 圧 の 適 正 化 を 行 わ せ て

運 転 コ ス ト を 下 げ る 。

対 応 策 ④ IOT 技 術 の 活 用

老 朽 化 設 備 に 各 種 セ ン サ ー を 取 り 付 け 、 デ ー タ ー を
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シ ス テ ム に 取 り 込 む こ と で 故 障 に 早 く 気 付 い た り 、 予

見 し た り で き る よ う に す る 。 ま た 、 ス マ ー ト メ ー タ ー

で 漏 水 箇 所 を 早 く 特 定 で き る よ う に す る 。

(3) 新 た な リ ス ク と 対 応 策

リ ス ク ① ハ ッ キ ン グ

監 視 制 御 シ ス テ ム を 高 度 な も の に す る と 、 ハ ッ キ ン

グ を 受 け た 時 の 影 響 範 囲 が 広 く な る 。

■今は DXの時代ですから、この話は何にでも当てはまることなので、やや安直です。

水道事業、問 2で書いたご提案に特有なリスクはありませんか。専門技術の視点で探

してください。

対 応 策

・ サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ の 強 化

OSは 常 に 最 新 の も の と し 、 フ ァ イ ヤ ウ ォ ー ル や ア ン

チ ウ イ ル ス ソ フ ト が 有 効 で あ る か 確 認 す る 。 サ ー バ ー

室 の 入 退 室 管 理 や USB メ モ リ ー の 管 理 を 確 実 に 行 う 。

・ シ ス テ ム の 冗 長 化

分 散 制 御 装 置 や 現 場 盤 で 運 転 が で き る よ う に し て お

く 。 職 員 に 対 す る 訓 練 を 実 施 す る 。

リ ス ク ② シ ス テ ム の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化

監 視 制 御 シ ス テ ム が 高 度 な も の に な る と 仕 組 み が 把

握 で き な く な り 、 故 障 時 の 対 応 や 技 術 伝 承 に 支 障 を き

た す 。

■リスクについては正解です。

対 応

・ 発 注 時 に 内 容 を 開 示 す る よ う 求 め て 、 仕 組 み の 見 え
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る 化 を 行 う 。

・ 各 種 パ ラ メ ー タ ー を 変 更 で き る 仕 様 と し 、 パ ラ メ ー

タ ー の 最 適 化 を 職 員 が 行 う こ と で 技 術 力 を 維 持 す る 。
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日本の将来人口は、減少していくと予想されている。この人口減少により上下水道事業では、将来水需要の

減少に伴う料金収入の減収や職員数の減少が見込まれている。一方、多くの施設は、老朽化が進行してお

り、更新時期を迎えつつある。このため、今後も安定して事業を継続していくためには、厳しい財政状況下

で執行体制の省力化を図りながら事業が進められるように上下水道事業の基盤強化を着実に進めていくこ

とが求められている。

(1) 上下水道事業に共通する事業基盤強化に関して、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題を

抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。

(2) 抽出した課題のうち最も重要と考える上下水道に共通する課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の

解決策を示せ。

(3) 解決策に共通して生じうる新たなリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

(4) 業務遂行において必要な要件を技術者としての倫理、社会の持続可能性の観点から述べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅰ－1
評価 Ａ

部門 上下水道部門

専門科目 上水道及び工業用水道

(1) 上 下 水 道 事 業 に 共 通 す る 基 盤 強 化 に 関 す る 課 題

上 下 水 道 事 業 を 安 定 し て 継 続 し て い く た め に は 、 基 盤

強 化 を 着 実 に 進 め て い く こ と が 必 須 で あ る が 、 以 下 の

課 題 が あ る 。

1) 老 朽 化 設 備 の 更 新 と 財 源 の 不 足

高 度 経 済 成 長 期 に 大 幅 に 整 備 が 進 ん だ 上 下 水 道 施 設 は 、

近 年 更 新 需 要 の ピ ー ク を 迎 え て い る 。 一 方 、 人 口 の 減

少 に 伴 う 料 金 収 入 の 減 少 に よ り 、 上 下 水 道 事 業 の 財 政

収 支 は 悪 化 傾 向 に あ り 、 更 新 に 必 要 な 財 源 の 確 保 が 困

難 と な っ て い る 。 老 朽 化 し た 設 備 は 、 事 故 リ ス ク や 災

害 時 の 被 害 拡 大 の リ ス ク が 高 く 、 安 定 し た 上 下 水 道 事

業 の 継 続 を 妨 げ る 要 因 と な る 。

■現状の説明に終始しているばかりではなく、今後どうしたら良いかという方

向性を示す提案をされた方が有益です。

2) 熟 練 職 員 の 持 つ 技 術 の 継 承

近 年 、 上 下 水 道 事 業 体 の 熟 練 職 員 の 大 量 退 職 時 期 を 迎

え て い る 。 一 方 、 経 営 の ス リ ム 化 や 人 口 の 減 少 に よ り 、

新 規 職 員 の 採 用 者 数 は 減 少 傾 向 に あ り 、 今 後 も そ の 傾

向 が 続 く も の と 予 想 さ れ て い る 。 そ の た め 、 上 下 水 事

業 の 安 定 稼 働 を 支 え る 熟 練 職 員 の 技 術 ノ ウ ハ ウ を い か

に 少 数 の 若 手 職 員 に 継 承 し て い く か と い う こ と が 課 題

と な っ て い る 。

■ここは良く検討されました。正解です。

3) 自 然 災 害 対 策
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近 年 、 大 型 台 風 や ゲ リ ラ 豪 雨 を は じ め と す る 異 常 気 象

や 大 規 模 地 震 と い っ た 自 然 災 害 が 頻 発 す る よ う に な っ

て き て い る 。 こ れ ら の 自 然 災 害 は 安 定 し た 上 下 水 道 事

業 の 継 続 を 妨 げ る 要 因 と な る た め 、 施 設 の 耐 震 化 や 浸

水 対 策 等 の 自 然 災 害 対 策 が 求 め ら れ て い る 。

■こちらも、だからどうするのかという、技術的対処、課題を示すように。

(2) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 解 決 策

私 は 、 全 問 で 述 べ た ３ つ の 課 題 の う ち 、 1) 施 設 の 老

朽 化 と 財 源 の 不 足 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 以 下 に

解 決 策 を 示 す 。

■ こ の ↑ よ う な 冗 長 な 前 置 き は 不 要 で す

① ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 実 施

上 下 水 道 施 設 の 施 設 台 帳 や 日 々 の 点 検 記 録 を 基 に 、 設

備 ご と の 重 要 度 や 老 朽 度 を 評 価 し 、 更 新 の 優 先 順 位 を

設 定 す る 。 こ の 結 果 に 加 え て 地 域 ご と の 財 政 状 況 や 将

来 に わ た る 財 政 収 支 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 中 長 期 的

に 効 率 的 か つ 効 果 的 な 更 新 計 画 を 立 て る 。

② 施 設 の 統 廃 合 と ダ ウ ン サ イ ジ ン グ

老 朽 化 施 設 の 更 新 に あ た り 、 施 設 の 統 廃 合 と ダ ウ ン サ

イ ジ ン グ を 検 討 す る 。 こ れ に よ り 、 更 新 事 業 費 の 抑 制

が 図 れ る ほ か 、 維 持 管 理 費 を 含 め た ラ イ フ サ イ ク ル コ

ス ト の 削 減 が 期 待 で き る 。 将 来 の 水 需 要 の 減 少 に 合 わ

せ た 適 正 規 模 に 施 設 更 新 を 行 っ て い く こ と が 重 要 で あ

る 。

③ 上 下 水 道 料 金 の 値 上 げ と 国 庫 補 助 金 の 活 用



3

■これら↓は役所の仕事であって技術士の務めではありません

施 設 の 更 新 に 必 要 な 財 源 を 確 保 す る た め に 、 上 下 水 道

料 金 の 値 上 げ や 国 庫 補 助 金 の 活 用 を 検 討 す る 。 上 下 水

道 料 金 の 値 上 げ に つ い て は 、 需 要 家 は 敏 感 で あ る た め 、

事 業 内 容 や 財 政 収 支 の 詳 細 に つ い て わ か り や す く 説 明

し 、 納 得 し て も ら う こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 料 金 に

つ い て は 事 業 体 間 の 公 平 性 や 、 将 来 世 代 と の 公 平 性 が

確 保 で き る よ う に 留 意 す る 。

(3) 解 決 策 に 共 通 し て 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 応

全 問 で 述 べ た ３ つ の 解 決 策 に 共 通 し て 生 じ う る リ ス ク

と し て 、 ハ ー ド の 整 備 や 関 係 者 と の 各 種 調 整 に 時 間 や

労 力 が か か る こ と が あ げ ら れ る 。

■困難↑はないとは言えませんが、リスクというほどのことでしょうか 。

対 策 と し て は 、 事 業 の 広 域 化 や 官 民 連 携 、 IT 技 術 の 活

用 に よ っ て 事 業 の 効 率 化 を 試 み る 。 事 業 の 広 域 化 で は 、

施 設 、 人 材 、 情 報 等 の 経 営 基 盤 の 共 有 や 有 効 活 用 に よ

り 、 運 営 の 効 率 化 が 期 待 で き る 。 官 民 連 携 で は 、 民 間

企 業 の 技 術 や 経 営 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 有 効 活 用 す る こ

と に よ り 、 運 営 の 効 率 化 を 図 る 。 IT 技 術 の 活 用 で は 、

各 種 情 報 の 一 元 管 理 や 共 有 化 の ほ か 、 業 務 の 標 準 化 や

マ ニ ュ ア ル 整 備 に よ り 、 効 率 化 を 図 る 。 こ れ ら は 、 詳

細 内 容 に つ い て 様 々 な 手 法 が 存 在 す る た め 、 事 業 体 ご

と の 技 術 や 財 源 の 現 状 に 応 じ て 適 切 な 方 法 を 選 択 す る 。

■いろいろ雑多で焦点が絞りこめていません
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(4) 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件

技 術 者 は 、 公 衆 の 安 全 と 健 康 、 利 益 の 優 先 を 常 に 念 頭

に 置 き 、 経 営 状 況 が 厳 し い 中 で も 安 定 し た 事 業 の 継 続

が 可 能 と な る よ う に 、 自 ら の 持 つ 技 術 を 駆 使 す る 。 ま

た 、 将 来 に わ た る 社 会 の 課 題 や ニ ー ズ の 変 化 を 敏 感 に

と ら え て 、 対 応 し て い く こ と に よ り 、 社 会 の 持 続 可 能

性 を 確 保 す る 。 こ れ ら を 実 現 す る た め に 、 最 新 の 技 術

を 習 得 で き る よ う に 継 続 研 鑽 す る と と も に 、 PDCA サ イ

ク ル に よ り 、 自 己 の 業 務 手 順 を 常 に 改 善 し 続 け る 意 識

を 持 つ 。

■ここは意味が違います。業績論文ではないのでこのような「私はこう考える」

というような心構えは求めおらず、問 2の解決策についての独創的な提案、工

夫、改善策を求めています。
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活性炭処理の種類とそれぞれの特徴と処理上の留意点について述べよ。 作成日 2021.07.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－1－1
評価 Ａ

部門 上下水道部門

専門科目 上水道及び工業用水道

1. 粉 状 活 性 炭

処 理 の 特 徴 と 留 意 点

粉 状 活 性 炭 は 、 粉 径 数 十 µm 程 度 の 活 性 炭 で 、 異 臭 味 物

質 や ト リ ハ ロ メ タ ン 前 駆 物 質 、 油 、 農 薬 等 を 吸 着 除 去

す る た め に 使 用 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 、 塩 素 注 入 と 組

み 合 わ せ て 導 入 さ れ る 。 比 較 的 簡 易 に 導 入 可 能 で あ る

た め 、 一 時 的 、 季 節 的 な 処 理 が 必 要 な 場 合 に 採 用 さ れ

や す い 。 原 水 に 直 接 注 入 さ れ る 。 以 下 に 留 意 点 を 示 す 。

■ 「 粉 状 」 と 「 粒 状 」 が 焦 点 な の で そ れ に 由 来 す る こ

と に 集 中 し て 述 べ る と 良 い で し ょ う 。 下 の よ う な 一 般

的 な 用 法 / 維 持 管 理 上 の 便 法 は 求 め て い ま せ ん 。

・ 原 水 の 年 間 を 通 し て の 水 質 の 変 化 を 把 握 し て お き 、

水 質 の 急 変 が あ っ て も 対 応 で き る よ う に 、 十 分 な 量 の

活 性 炭 を 備 蓄 し て お く 。

・ ド ラ イ 式 の 場 合 は 、 防 火 対 策 等 、 取 扱 に 留 意 し 、 ウ

ェ ッ ト 式 の 場 合 に は 溶 解 設 備 が 必 要 と な る 。

2. 粒 状 活 性 炭 処 理 の 特 徴 と 留 意 点

粒 状 活 性 炭 設 備 は 、 敷 き 詰 め た 活 性 炭 上 に 処 理 水 を 通

す こ と に よ り 、 異 臭 味 物 質 や 溶 解 性 物 質 の 吸 着 除 去 を

行 う 。 固 定 床 方 式 と 流 動 床 方 式 が あ り 、 必 要 に 応 じ て

オ ゾ ン 処 理 と 合 わ せ て 導 入 さ れ る 。 以 下 に 留 意 点 を 示

す 。

■ 漠 然 と 用 法 上 の 留 意 点 を 求 め て い る わ け で は な く 、

粒 状 の 弱 点 克 服 に つ な が る こ と だ け 言 う よ う に 。

・ 活 性 炭 の 吸 着 効 果 を 十 分 に 得 る た め に 、 処 理 水 の 流
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速 は 早 く な り す ぎ な い よ う に 監 視 す る 。 処 理 水 の 最 適

な 流 速 は 、 事 前 の 処 理 実 験 に よ っ て 決 定 し て お く 。

・ 活 性 炭 の 処 理 可 能 量 の 限 界 を 超 え た 場 合 に は 、 洗 浄

に よ る 更 生 や 、 活 性 炭 の 入 替 を 実 施 す る 。

・ 点 検 や 補 修 、 洗 浄 の 実 施 に 備 え て 、 活 性 炭 設 備 は 2

系 列 以 上 設 置 す る 。 以 上
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河川表流水を水源とし、急速ろ過方式を採用する浄水場において、いわゆるゲリ

ラ豪雨と呼ばれる局地的大雨の影響により、年に数回の頻度で原水が極めて高濁

度となる事象が発生しており、対策の検討が求められている。あなたが、この検

討業務を担当責任者として進めるに当たり、以下の内容について記述せよ。

(1) 調査、検討すべき事項とその内容について説明せよ。
(2) 業務を進める手順を列挙して、それぞれの項目ごとに留意すべき点、工夫を
要する点を述べよ。

(3) 業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

作成日 2021.07.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－2－2
評価 Ａ

部門 上下水道部門

専門科目 上水道及び工業用水道

(1) 調 査 、 検 討 す べ き 内 容 と そ の 項 目

■ゲリラ豪雨による高濁度原水の原因、事故はご存じですか。この問題は経験

的知識が問われており、未経験では難しいです。

下記のマーカーより、高濁度の原理について無対策のように読み取れます。

高 濁 度 原 水 へ の 対 策 と し て 、 は じ め に 、 ゲ リ ラ 豪 雨 や

局 地 的 大 雨 が 発 生 し た 場 合 の 原 水 の 量 的 変 化 や 時 間 的

変 化 に つ い て 調 査 す る 。 次 に 、 対 象 と な る 浄 水 場 に つ

い て 、 以 下 の 情 報 を 調 査 お よ び 把 握 す る こ と に よ り 、

対 応 手 順 に つ い て 検 討 を 実 施 す る 。

・ 薬 品 注 入 の 方 式 と 最 大 注 入 可 能 量 お よ び 濁 度 計 の 測

定 可 能 範 囲

・ 沈 殿 ス ラ ッ ジ の 最 大 処 理 可 能 量

・ ろ 過 と そ の 洗 浄 方 式 お よ び 洗 浄 頻 度

・ 着 水 井 、 浄 水 池 、 配 水 池 の 貯 留 可 能 量

・ 非 常 時 対 応 の 人 員 お よ び 体 制

(2) 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 、 工 夫 を 要 す る 点

① ゲ リ ラ 豪 雨 や 局 地 的 大 雨 が 発 生 す る ま で

ゲ リ ラ 豪 雨 や 局 地 的 大 雨 が 発 生 し や す い 時 期 は 、 地 域

ご と に 異 な る 傾 向 を 持 つ た め 、 そ れ を 念 頭 に 置 き 、 天

気 予 報 の 短 時 間 予 報 や 週 間 予 報 を 参 照 し 、 事 前 に 予 測

す る 。 ま た 、 職 員 間 で 情 報 共 有 す る 体 制 を 整 え て お く 。

② 豪 雨 、 大 雨 が 発 生 し て か ら 濁 度 が 上 昇 す る ま で

浄 水 場 の 周 辺 に お い て 、 ゲ リ ラ 豪 雨 や 局 地 的 大 雨 が 予

想 さ れ る 場 合 や 、 実 際 発 生 し た 場 合 は 、 原 水 濁 度 の 上

昇 に 備 え て 以 下 の 事 前 準 備 を 実 施 し て お く 。
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・ 薬 品 注 入 量 の 増 加 お よ び 濁 度 計 の 監 視 強 化

・ 脱 水 機 を は じ め と す る 排 水 処 理 の 先 行 運 転

・ ろ 過 池 の 洗 浄 実 施

■浄水所内の自らの普段の対応だけでは難しいでしょう。

・ 着 水 井 、 浄 水 池 、 配 水 池 へ の 貯 留 強 化

原 水 濁 度 は 急 激 に 上 昇 す る 場 合 が あ る た め 、 で き る 限

り 早 期 に 実 施 す る こ と が 望 ま し い 。 同 一 河 川 を 水 源 と

す る 事 業 体 間 で 情 報 共 有 す る 体 制 を 整 え て お く こ と が

望 ま し い 。

③ 原 水 の 濁 度 が 上 昇 し た 場 合

原 水 濁 度 の 上 昇 が 始 ま っ た 場 合 、 浄 水 処 理 の 強 化 や

濁 度 系 の 監 視 強 化 を 行 う 。 濁 度 の 上 昇 が 浄 水 場 の 処 理

可 能 量 を 超 え た 場 合 に は 、 ピ ー ク カ ッ ト に よ り 取 水 停

止 を し て 、 着 水 井 、 浄 水 池 、 配 水 池 に 貯 留 し た 水 で 給

水 を 継 続 す る 。 配 水 池 が 枯 渇 し た 場 合 に 備 え て 、 関 係

機 関 へ の 連 絡 を 行 う 。

(3) 業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策

高 濁 度 原 水 発 生 時 で も 一 定 の 機 能 で 給 水 を 継 続 す る

た め に 、 BCP を 策 定 し て お く 。 具 体 的 に は 、 連 絡 体 制

や 指 揮 命 令 系 統 、 職 員 の 行 動 手 順 や 行 動 指 針 に つ い て

明 確 化 し て お く 。 職 員 間 で 共 有 化 し や す い よ う に 電 子

ベ ー ス で マ ニ ュ ア ル 化 し て お く こ と が 望 ま し い 。 BCP

の 教 育 や 周 知 が 不 十 分 で あ る 場 合 、 特 に 混 乱 し た 状 況

下 に お い て は 、 対 策 が 機 能 し な い 可 能 性 が 高 い 。 そ の

た め 、 日 常 か ら 定 期 的 に 教 育 や 訓 練 を 実 施 し 、 実 践 的
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な 対 応 力 を 養 成 し て お く 必 要 が あ る 。 ま た 、 訓 練 に よ

っ て 計 画 と の 乖 離 が 明 ら か に な っ た 場 合 は 、 BCP を 改

善 す る よ う な PDCA サ イ ク ル の 運 用 体 制 を 構 築 し て お く

こ と も 重 要 で あ る 。 以 上

■BCPとか PDCAとか留意点を求めているのではなく、「調整」です。
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中小規模の水道事業体の多くは、人口減少に伴う水需要の減少、水道施設の老朽化、深刻化す

る人材不足等に直面しており、技術的・財政的に様々な課題を抱えている。さらに、市町村合

併等が行われた地域の水道事業者においては、浄水場等の水道施設が点在し、運転監視装置の

設備機器構成や仕様が異なることにより、運転管理や保全管理が複雑になっている場合があ

り、適切な維持管理を難しくしている。上記の状況を踏まえ、水道分野の技術者として以下の

問いに答えよ。

(1) 水道施設の監視制御システムを整備するにあたり、技術者として多面的な観点から検討
すべき課題を３つ抽出し、それぞれの観点を明記したうえでその内容を示せ。

(2) 抽出した課題から最も重要と考える課題を一つ挙げ、その課題に対する複数の対応策を
示せ。

(3) 対応策によって新たに生じるリスクと解決策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－1
評価 Ⅲ単独はＢ、ⅡⅢでＡ

部門 上下水道部門

専門科目 上水道及び工業用水道

(1) 水 道 施 設 の 監 視 制 御 シ ス テ ム 整 備 に あ た る 課 題

水 道 施 設 は 、 市 民 生 活 を 守 る た め に 常 時 安 定 稼 働 す る

こ と が 最 大 の 使 命 で あ る 。 そ の た め に 、 監 視 制 御 シ ス

テ ム を 整 備 し 、 日 々 の 施 設 の 運 転 管 理 や 維 持 管 理 を 適

切 に 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る が 、 以 下 の 課 題 が あ る 。

1) 財 源 の 不 足

近 年 、 人 口 減 少 に 伴 う 料 金 収 入 の 減 少 に よ り 、 水 道 事

業 の 財 政 は 厳 し い 状 況 に あ る 。 固 定 費 の 割 合 が 大 き い

水 道 事 業 で は 、 料 金 収 入 の 減 少 が 財 政 悪 化 に 直 結 し 、

今 後 も そ の 傾 向 が 続 く と 予 想 さ れ て い る 。 中 小 規 模 事

業 体 を 中 心 に 独 立 採 算 制 の 維 持 も 厳 し い 状 況 に あ り 、

監 視 制 御 シ ス テ ム 整 備 の た め の 財 源 確 保 が 困 難 と な っ

て い る 。

■問題の指摘だけでなく、解決の方向性を示す。それが技術士の課題です。

予算取りは役所の仕事であって技術士の務めではありません

2) 人 材 の 確 保

近 年 、 団 塊 の 世 代 を 中 心 と し た 職 員 の 大 量 退 職 時 期 を

迎 え て い る 。 一 方 、 経 営 の ス リ ム 化 や 人 口 減 少 に よ り 、

職 員 の 新 規 採 用 者 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。 水 道 事 業 の 健

全 な 運 営 は 、 事 業 体 職 員 に よ る 日 々 の 施 設 の 適 切 な 維

持 管 理 に よ っ て 成 り 立 っ て お り 、 そ の た め の 人 材 確 保

が 課 題 と な っ て い る 。

■どうやってするのか、具体的方針まで示すように。

3) 運 転 管 理 、 維 持 管 理 の 容 易 性
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水 道 事 業 を 安 定 し て 稼 働 さ せ る た め に は 、 取 水 か ら 給

水 に 至 る ま で の 各 過 程 の 機 器 を 適 切 に 運 転 管 理 す る 必

要 が あ る 。 そ の た め に 、 監 視 制 御 シ ス テ ム を 整 備 し 、

一 括 管 理 す る こ と が 有 効 で あ る が 、 誤 操 作 等 に よ っ て

社 会 的 に 大 き な 影 響 を 生 じ さ せ る 恐 れ も あ る 。 こ れ を

防 止 す る た め に 、 運 転 管 理 や 維 持 管 理 が 容 易 な 仕 様 に

シ ス テ ム を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る 。

■情報化、IOTによる改善の方針を示すように。

(2) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 対 応 策

私 は 、 全 問 で 述 べ た 3 つ の 課 題 の う ち 、 2) 人 材 の 不 足

が 最 も 重 要 と 考 え る 。 以 下 に 対 応 策 を 示 す 。

対 応 策 ① ： 監 視 制 御 シ ス テ ム の 広 域 化

事 業 体 毎 に 独 立 し て 整 備 さ れ た 監 視 制 御 シ ス テ ム を 通

信 回 線 等 で 接 続 し 、 監 視 制 御 の 広 域 化 を 図 る 。 こ れ に

よ り 、 少 人 数 で 集 中 的 に 広 範 囲 の 水 道 施 設 の 監 視 制 御

が 可 能 と な り 、 運 転 管 理 や 維 持 管 理 の 効 率 が 向 上 す る

ほ か 、 熟 練 の 技 術 者 が 持 つ 技 術 の 水 平 展 開 も 期 待 で き

る 。 ま た 、 拠 点 毎 に 異 な る シ ス テ ム の 仕 様 を 統 一 す る

こ と が で き る 。

対 応 策 ② ： IT 技 術 の 活 用

水 道 施 設 の 監 視 制 御 シ ス テ ム に IT 技 術 を 導 入 し 、 業 務

の 効 率 化 を 図 る 。 運 転 管 理 や 維 持 管 理 に お い て 人 間 の

技 術 や 判 断 に 依 存 す る 部 分 を 減 ら す こ と に よ り 、 省 人

化 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 以 下 の 手 法 が あ げ ら

れ る 。



3

・ 浄 水 場 内 に お け る 各 機 器 の 制 御 の 自 動 化

・ プ ラ ン ト デ ー タ 解 析 に よ る 薬 品 注 入 量 や 機 器 の 運 転

方 法 の 最 適 化

・ セ ン サ 技 術 に よ る 漏 水 の 早 期 発 見

・ AI 解 析 に よ る 水 質 変 化 の 将 来 予 測

対 応 策 ③ ： 官 民 連 携 の 導 入

監 視 制 御 シ ス テ ム の 整 備 に 官 民 連 携 を 導 入 す る こ と で 、

民 間 の 持 つ 技 術 や ノ ウ ハ ウ の 有 効 活 用 を 図 る 。 必 要 に

応 じ て 、 監 視 制 御 シ ス テ ム の 整 備 か ら 、 運 転 管 理 ま で

委 託 す る こ と も 検 討 す る 。 民 間 は 独 自 の 技 術 を 持 つ 企

業 が 多 い た め 、 施 設 の 運 転 管 理 や 維 持 管 理 の 一 層 の 効

率 化 が 期 待 で き る 。 官 側 は モ ニ タ リ ン グ 体 制 を 構 築 す

る こ と が 重 要 で あ る 。

■役所の組織管理手法であって技術士の務めではありません。技術志向とは逆

行しているように感じます。あまり触れるべきではないでしょう。

(3) 対 応 策 に よ っ て 新 た に 生 じ る リ ス ク と 解 決 策

全 問 で 述 べ た ３ つ の 対 応 策 に よ っ て 、 少 人 数 で 効 率 的

な 水 道 施 設 の 運 転 管 理 や 維 持 管 理 が 可 能 と な る 。 し か

し 、 少 人 数 と な る こ と で 監 視 制 御 シ ス テ ム に 異 常 が 発

生 し た 時 に 対 応 す る 体 制 の 構 築 が 困 難 と な る こ と が 新

た な リ ス ク と な る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。

■これらリスク、解決策は一応間違いではありませんが、あまり難しい話では

ありません。技術士の対応としてはもっと水道工学の技術的背景のあるいろい

ろなことがあると思います。
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解 決 策 ① ： 監 視 制 御 シ ス テ ム の バ ッ ク ア ッ プ 機 能 強 化

監 視 制 御 シ ス テ ム の 一 部 が 異 常 に な っ た 場 合 で も 、 稼

働 が 継 続 す る よ う に 、 サ ー バ ー や コ ン ト ロ ー ラ ー 等 の

監 視 機 器 を 二 重 化 し 、 バ ッ ク ア ッ プ 機 能 を 強 化 す る 。

ま た 、 停 電 時 に も シ ス テ ム へ の 電 源 供 給 を 継 続 す る た

め に 、 UPS を 整 備 し て お く 。

解 決 策 ② ： シ ス テ ム 異 常 時 の 対 応 マ ニ ュ ア ル の 作 成

監 視 制 御 シ ス テ ム 異 常 発 生 時 の 対 応 手 順 や 連 絡 体 制 等

に つ い て マ ニ ュ ア ル 化 し て お き 、 適 切 に 対 応 で き る よ

う に す る 。 対 応 す る 人 材 が 不 足 す る こ と が 予 想 さ れ る

場 合 は 他 の 事 業 体 と 応 援 協 定 を 結 ん で お く 。 以 上
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問題文 1-1 日本の将来人口は減少していくと予測されている。この人口減少により上下水道事業で
は、将来水需要の減少に伴う料金収入の減収や職員数の減少が見込まれている。一方、多くの施設
は、老朽化が進行しており、更新時期を迎えつつある。このため、今後も安定して事業を継続してい
くためには、厳しい財政状況の下で執行体制の省力化を図ながら事業が進められるように上下水道
事業の基盤強化を着実に進めていくことが求められている。
(1)上下水道事業に共通する事業基盤強化に関して、技術者としての立場で多面的な観点から 3つ課
題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで課題の内容を示せ。

(2 )抽出した課題のうち最も重要と考える上下水道に共通する課題を 1つ挙げ、その課題 に対する
複数の解決策を示せ。

(3)解決策に共通して生じうる新たなリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示
せ。(4)業務遂行において必要な要件を技術者としての倫理、社会の持続可能性の観点から述べよ。

作成日 2021.7.24
課題年 2021/R3
問題番号 I-1
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 下水道

(1) 上 下 水 道 事 業 に 共 通 す る 課 題 （ ３ つ ）

① 上 下 水 道 に 携 わ る 技 術 者 の 減 少 へ の 対 応

上 下 水 道 に 携 わ る 官 民 双 方 の 技 術 者 は 40 ～ 50 歳 代 が

多 く 、 人 口 減 少 な ど に よ り 技 術 者 は 減 少 す る 傾 向 に あ

る 。 今 後 長 期 的 視 点 か ら 上 下 水 道 事 業 を 継 続 し て い く

た め に は 、 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト 、 ICT の 活 用 、 官 民

連 携 な ど を 行 い 、 技 術 者 減 少 に 対 応 す る こ と が 課 題 で

あ る 。

■ こ の ペ ー ジ の ① ② は 正 解 ◎ で す 。

② 上 下 水 道 施 設 の 老 朽 化 及 び 更 新 需 要 の 増 大 へ の 対 応

上 下 水 道 施 設 の 多 く が 老 朽 化 に よ り 更 新 時 期 を 迎 え

て い る 。

そ の た め 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 を 採 用 し 、 施

設 の リ ス ク 評 価 や 影 響 評 価 に 基 づ き 、 更 新 需 要 を 平 準

化 す る と と も に 、 効 率 的 な 施 設 維 持 管 理 を 実 施 す る こ

と が 課 題 で あ る 。

③ 財 政 収 支 の 悪 化 へ の 対 応

人 口 減 少 に 伴 い 料 金 収 入 が 減 る こ と が 想 定 さ れ る 一

方 で 、 更 新 や 維 持 管 理 に 要 す る 費 用 が 今 後 増 え る こ と

が 想 定 さ れ る 。

支 出 削 減 の た め の 民 間 活 用 や 、 簡 易 水 道 ・ 人 口 ３ 万

人 以 下 の 下 水 道 事 業 へ の 複 式 簿 記 ・ 公 営 企 業 会 計 を 導

入 し 、 健 全 な 財 政 収 支 を 確 保 す る こ と が 課 題 で あ る 。

■経営改善はわかりますが、技術士の貢献になるでしょうか。下水道工学の視

点からの指導、改善提案はありませんか。
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(2) 最 も 重 要 と 考 え る 上 下 水 道 に 共 通 す る 課 題

① 最 も 重 要 と 考 え る 課 題

前 述 の 「 (1) － ① 上 下 水 道 事 業 に 携 わ る 技 術 者 の 減

少 へ の 対 応 」 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。

そ の 理 由 は 、 上 下 水 道 事 業 を 安 心 ・ 安 全 に 継 続 的 に

実 施 し て い く た め に は 、 技 術 の 継 承 や 研 さ ん が 必 要 だ

か ら で あ る 。

■近年、理由は求められなくなりましたので書かれなくても構いません。解決

策に注力しましょう。

② 解 決 策

1) ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 採 用

ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 採 用 に よ り 技 術 継 承 と 向 上

を 図 る 。 ベ テ ラ ン 職 員 の 技 術 や ノ ウ ハ ウ は 技 術 者 の 頭

の 中 に あ り 暗 黙 知 と な っ て お り 、 形 式 知 化 を 図 る と と

も に 、 業 務 手 順 の マ ニ ュ ア ル 化 や 標 準 化 を 図 り 、 ま た 、

継 続 的 な 教 育 訓 練 を 実 施 す る 研 修 計 画 を 立 案 ・ 実 施 す

る こ と に よ っ て 、 技 術 継 承 を 行 う こ と が 解 決 策 で あ る 。

水 道 技 術 と 関 係 の 無 い 能 力 開 発 で す 。 こ の よ う な 取 り

組 み は 何 の 事 業 で も い る こ と で す 。 技 術 士 と し て は ど

う な の か 、 水 道 技 術 に 特 化 し た 話 は あ り ま せ ん か 。

■ 1) は Ｏ Ｋ で す 。 合 格 点 取 れ て い ま す 。

2)ICT の 活 用

ICT 技 術 を 活 用 し て 、 技 術 の 継 承 や 業 務 の 効 率 化 を

図 る 。 具 体 的 に は 、 BIM や i-construction に よ る 施 設 工 事

の 施 工 自 動 化 、 シ ス テ ム を 活 用 し た ス ト ッ ク マ ネ ジ メ
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ン ト や ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト 、 処 理 施 設 の 運 転 監 視 制

御 シ ス テ ム の 導 入 に よ る 業 務 の 効 率 化 な ど で あ る 。 業

務 効 率 化 に よ り 少 な い 技 術 者 で 事 業 を 推 進 し て い く よ

う に す る の が 解 決 策 で あ る 。

■業務効率化はＯＫですが、上下水道の分野で ICTはどのように進めますか。

ただ BIMや i-constructionしかありませんか。建設と同じようにすればよい

だけでしょうか？キーワードを挙げるだけでなく、水道としての活用法に触れ

るようにしてください。

3) 官 民 連 携 の 推 進 、 広 域 化 ・ 共 同 化

DB 、 DBO 、 コ ン セ ッ シ ョ ン 方 式 な ど の 民 間 へ の 包 括

委 託 、 PFI な ど の 民 間 資 金 の 活 用 な ど が 解 決 策 で あ る 。

事 前 の マ ー ケ ッ ト サ ウ ン デ ィ ン グ や VFM の 算 定 な ど に

よ っ て 官 民 連 携 の 効 果 を 事 前 に 調 査 す る こ と に 留 意 す

る 。 ま た 広 域 化 ・ 共 同 化 に よ っ て 事 務 事 業 の 効 率 化 を

図 り 、 執 行 体 制 の 省 力 化 を 図 る こ と も 解 決 策 で あ る 。

(3) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 解 決 策

ICT 活 用 に お け る サ イ バ ー テ ロ が 新 た に 生 じ う る リ

ス ク と し て 考 え ら れ る 。 関 連 シ ス テ ム が 停 止 す る と 上

下 水 道 の 供 給 が 停 止 、 大 き な 影 響 が 発 生 す る 懸 念 が あ

る 。

■情報システムにサイバー攻撃はつきものです。易しすぎて技術士が挙げるリ

スクとは思えません。提案内容の「ナレッジマネジメント、ICT、官民連携」

が完成した時点で、社会問題となることはありませんか。
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そ の た め 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 体 制 を 強 化 す る こ と は

も と よ り 、 上 下 水 道 事 業 に 携 わ る 技 術 者 へ の 教 育 ・ 訓

練 を 強 化 す る 。

(4) 技 術 者 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら の 業 務

遂 行 要 件

官 民 連 携 に あ た っ て は 、 民 間 企 業 が 公 益 よ り も 収 益

を 優 先 す る 懸 念 が あ る 。

■解決策のメインは「官民連携」できなく「ナレッジマネジメント、ICT 」

です。こちらについて述べる方がよいでしょう。

技 術 者 と し て 公 益 確 保 を 最 優 先 す る こ と を 念 頭 に 起 き 、

民 間 の 活 用 に あ た っ て は 、 責 任 分 担 を 明 確 化 す る な ど

の 対 応 を 図 る 。

ま た 、 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら は 、 地 球 環 境 保

全 の 重 要 性 に 鑑 み 、 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 、 省 エ ネ ル ギ

ー 、 資 源 の 有 効 利 用 な ど を 施 策 と し て 取 り 込 む な ど の

対 応 が 必 要 で あ る 。 以 上

■社会の持続可能性のために温室効果ガスを削減するでは、ほぼイコールでは

ありませんか。問いの真意は「問 2の解決策、ナレッジマネジメント、ICT、

官民連携で CO2削減するには、あなたは何の行動(要件)をしますか」という意

味です。独自の取り組みが要ります。
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問題文 II-1-4 下水汚泥のエネルギー利活用の目的を説明し、下水汚泥の固形燃料化と汚泥消
化の特徴及び導入における留意点を述べよ。

作成日 2021.7.24
課題年 2021/R3
問題番号 II-1-(4)
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 下水道

１ ． 下 水 汚 泥 の エ ネ ル ギ ー 利 活 用 の 目 的

下 水 道 事 業 は 、 国 内 の 総 電 力 の 約 １ ％ 弱 を 利 用 す る

産 業 で あ る 。 そ の た め 、 地 球 環 境 対 策 や 省 エ ネ ル ギ ー

対 策 の 観 点 か ら 、 下 水 汚 泥 の 再 利 用 エ ネ ル ギ ー へ の 活

用 や 省 電 力 な ど の エ ネ ル ギ ー 対 策 を 行 う こ と が 求 め ら

れ て い る の が 目 的 で あ る 。

■「省エネに都合よいから」だけでは△です。

従来は下水汚泥を廃棄物として埋立処分してきました。しかし、下水汚泥は燃

料・肥料として高いポテンシャルを有しているため、バイオガスや固形燃料と

してエネルギー利用、またはリンを含む肥料を製造し、農業等において有効活

用すべきです。下水道施設でのエネルギー生産、農業の生産性向上に貢献する

ことが目的です。

２ ． 汚 泥 の 固 形 燃 料 化 の 特 徴 と 導 入 の 留 意 点

下 水 汚 泥 の 固 形 燃 料 化 技 術 と し て は 、 炭 化 、 乾 燥 化

が あ る 。

固 形 燃 料 化 技 術 は JIS 規 格 化 さ れ て お り 、 導 入 が 容 易

で あ る の が 特 徴 で あ る 。

■特徴とは、なぜ「容易」なのかその理由、要因、原理にあります。

導 入 に あ た っ て は 、 汚 泥 に 重 金 属 な ど の 有 害 物 質 が

含 ま れ て い な い か 、 ま た 、 再 利 用 す る に あ た っ て エ ネ

ル ギ ー 収 支 を 試 算 し 、 全 体 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を

勘 案 し て 効 果 が あ る の か を 検 証 す る こ と に 留 意 す る 必

要 が あ る 。

３ ． 汚 泥 消 化 の 特 徴 と 導 入 の 留 意 点

消 化 の 際 に 発 生 す る ガ ス を バ イ オ ガ ス と し て 利 用 す
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る 方 法 で あ る 。

目 的 だ け で な く 、 な ぜ ガ ス に で き る の か 、 そ の 原 理 や

メ カ ニ ズ ム に 触 れ る よ う に 。

ス カ ム が 発 生 す る 箇 所 で 有 効 利 用 す る の が 効 率 的 で

あ る 。 ス ラ ッ ジ 溶 融 施 設 な ど が 隣 接 す る 場 合 に 再 利 用

す る の が 効 率 的 で あ る 。 他 の 離 れ た 施 設 で 利 用 す る 場

合 は 、 そ の 輸 送 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ り 、 ま た ガ ス

が 悪 臭 を 放 つ た め 、 苦 情 が 発 生 し な い よ う に 留 意 す る 。

■留意点の 1番は効率的な発生方法についてです。利用法や輸送法など派生的

な事項は評価が低下します。

以 上
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問題文 II-2-1 大規模な地震時においても下水道が有すべき機能を維持するため、既存の下水
道施設への地震対策が必要である。そこで、重要な下水道施設の耐震化を図る「防災」と被災
を想定して被害の最小化を図る「減災」を組合せた下水道総合地震対策を計画することになっ
た。あなたが業務責任者として選任された場合、下記の内容について記述 せよ。

(1)調査、検討すべき事項とその内容について説明せよ。
(2)業務を進める手順を列挙して、それぞれの項目ごとに留意すべき点、工夫を要する 点を述べ
よ。

(3)業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

作成日 2021.7.24
課題年 2021/R3
問題番号 II-2-(1)
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 下水道

(1) 調 査 、 す べ き 事 項 と 内 容

■問題文にある「防災」と「減災」を組み合わせた・とはどいう意味かお考え

ですか。

目的が不明確なままで、とりあえず白紙から調べ上げてそれから考える・・で

は専門家、経験者の答えになりません。調べる前にシナリオ、ポイントを決め

てかかることです。

① 上 位 計 画 、 関 連 計 画 の 調 査 ・ 整 理 ： 下 水 道 処 理 区 を

所 管 す る 地 域 防 災 計 画 、 都 市 計 画 、 総 合 治 水 計 画 な ど 、

関 連 す る 計 画 を 調 査 し 、 整 理 す る 。

② 下 水 道 施 設 諸 元 の 調 査 、 整 理 ： 下 水 道 処 理 施 設 、 ポ

ン プ 場 、 管 き ょ な ど の 施 設 諸 元 を 整 理 し 、 耐 震 化 状 況

を 調 査 す る 。 必 要 に よ っ て は 耐 震 診 断 を 実 施 し 耐 震 性

を 判 定 す る 。

③ 被 害 想 定 の 検 討 ： 市 町 村 に よ っ て は 地 域 防 災 計 画 の

想 定 地 震 が 複 数 存 在 す る こ と が あ る た め 、 想 定 地 震 動

を 調 査 す る 。 そ の う え で 、 想 定 地 震 に よ る 下 水 道 施 設

の 被 害 想 定 に つ い て 検 討 す る 。

(2) 業 務 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点

■ＢＣＰは大事ですが、すべてではありません。またここはケーススタディな

ので、ＢＣＰの一般論は不要で、下水道施設をどうするか(それだけ)を特論す

る必要があります。

地 震 対 策 は BCP （ 業 務 継 続 計 画 ） を 策 定 し た う え で

実 施 す る こ と が 望 ま し い 。

以 下 、 事 前 対 策 と 事 後 対 策 に 分 け て 業 務 手 順 を 述 べ

る 。
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① 事 前 対 策 （ 防 災 ）

施 設 の 耐 震 化 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 管 き ょ 人 孔 部 の

耐 震 化 、 処 理 場 建 屋 の 耐 震 化 、 監 視 制 御 設 備 に か か る

回 線 の 二 重 化 、 機 械 ・ 電 気 設 備 の 自 家 発 電 設 備 の 設 置

な ど を 行 う 。 財 政 上 の 制 約 か ら 一 斉 に 耐 震 化 や 更 新 を

行 う こ と が 困 難 で あ る た め 、 優 先 度 を 評 価 し て 、 順 次

耐 震 化 を 実 施 す る こ と が 留 意 点 で あ る 。

② 事 後 対 策 （ 減 災 ）

BCP に 基 づ き 、 災 害 発 生 後 の 段 階 に 応 じ た 対 応 を 行

い 、 お お む ね RTO （ 目 標 復 旧 時 間 ） 内 に 復 旧 で き る よ

う に す る 。 RTO は 発 災 後 お お む ね １ ヶ 月 後 と 定 め る 場

合 が 多 い が 、 下 水 道 施 設 の 被 害 想 定 や 影 響 範 囲 、 住 民

ア ン ケ ー ト な ど に よ っ て 決 定 す る の が 望 ま し い 。 被 害

想 定 を 基 に 、 他 都 市 や 業 者 、 自 衛 隊 な ど か ら の 応 援 受

け 入 れ 状 況 を 調 査 し た う え で 、 RTO 内 に 復 旧 す る た め

に 必 要 な 体 制 を 検 討 す る 。

発 災 後 の 対 応 の た め 、 予 め 施 設 復 旧 用 の 資 機 材 や 処

理 薬 品 の 調 達 状 況 な ど サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 調 査 や 、 必

要 な 資 機 材 の 備 蓄 を 行 っ て お く 。 必 要 に 応 じ て 災 害 時

応 援 協 定 を 締 結 し 、 迅 速 に 資 機 材 を 調 達 で き る よ う に

し て お く 。 ま た 、 災 害 後 の 事 業 の 対 応 力 向 上 の た め 、

災 害 対 策 訓 練 を 実 施 す る 。

災 害 時 の 情 報 連 絡 を 円 滑 に 進 め る た め 、 予 め 情 報 連

絡 に 用 い る 報 告 様 式 を 定 め て お く の が 望 ま し い 。

(3) 関 係 者 と の 調 整 方 策
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災 害 後 の 対 応 力 向 上 の た め 、 平 常 時 よ り 、 応 援 自 治

体 ・ 業 者 や 自 衛 隊 な ど の 関 係 者 と の 災 害 訓 練 を 定 期 的

に 実 施 す る 。

ま た 、 耐 震 化 事 業 の 実 施 に あ た っ て は 費 用 が 必 要 で

あ る た め 、 そ の 必 要 性 や 耐 震 化 を 実 施 し な か っ た 場 合

の リ ス ク に つ い て 、 財 政 部 局 や 住 民 に 説 明 す る リ ス ク

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が 必 要 で あ る 。

■このような心構え、一般論ではありません。問 2に書いた手順をどのように

実行するかをお考えください。

以 上
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問題文 III-2 下水道事業は、人口減少による使用料収入の減少、老朽化施設の増加などの背景か
らより効率的な事業実施が求められており、また、降雨の局地化・集中化・激甚化に対する新たな
防災・減災のあり方を検討する必要がある。さらに、人口減少社会における汚水処理の最適化、エ
ネルギー・地球温暖化問題への対応なども求められている。
これら様々な課題に対して、持続的かつ質の高い下水道事業の展開を実現するために ICT の活用が
推進されており、下水道事業の質・効率性の向上や情報の見える化を進める 責任者の立場として、
以下の問いに答えよ。

(1)ICT の活用を推進して対応すべき課題について、技術者としての立場で多面的な観点から 3つ抽
出し、その内容を観点とともに示せ。

(2)抽出した課題のうち最も重要と考える課題を 1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
(3)解決策に共通して新たに生じるリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

作成日 2021.7.24
課題年 2021/R3
問題番号 III-2
評価 Ａ

部門 上下水道

専門科目 下水道

(1) ICT を 活 用 し て 解 決 す べ き 課 題

① 施 設 老 朽 化 、 耐 震 化 へ の 対 応

■老朽化、耐震化の必要性はともかく、ICTとは関係薄いのでは？ここは ICT

の活用を推進して対応すべき課 題 を 端 的 に 挙 げ る よ う に 。

国 内 の 多 く の 下 水 道 施 設 が 、 高 度 経 済 成 長 期 の 拡 張

期 に 建 設 さ れ た も の で あ り 、 老 朽 化 を 迎 え て い る 。 ま

た 、 い ま だ に 耐 震 化 さ れ て い な い 下 水 道 施 設 も 多 く 存

在 す る 。

老 朽 化 に 対 応 し 維 持 管 理 費 用 を 低 減 さ せ る た め 、 ス

ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 な ど の 導 入 が 課 題 で あ る 。

② 技 術 者 の 減 少 へ の 対 応

下 水 道 に 携 わ る 官 民 の 技 術 者 は 40 ～ 50 歳 代 が 多 く 、

ま た 、 技 術 者 数 は 減 少 の 一 途 を た ど っ て い る 。

そ の た め 、 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト な ど に よ り 技 術 の 継

承 と 技 術 力 向 上 を 図 る こ と が 課 題 で あ る 。

■ナレッジマネジメントで技術継承はともかく、ICTでなくともできることで

す。ここでは ICTをどう活用するつもりですか。その活用法について提案して

ください。

③ 財 政 収 支 の 悪 化 へ の 対 応

人 口 減 少 に 伴 う 使 用 料 収 入 が 減 少 す る 一 方 で 、 今 後

の 施 設 更 新 費 用 や 維 持 管 理 費 用 が 増 大 す る 可 能 性 が あ

り 、 財 政 収 支 の 悪 化 が 懸 念 さ れ る 。

更 新 費 用 の 平 準 化 、 維 持 管 理 費 用 な ど ラ イ フ サ イ ク

ル コ ス ト の 削 減 、 覆 域 簿 記 な ど の 公 営 企 業 会 計 の 導 入
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に よ っ て 、 健 全 な 財 政 収 支 を 確 保 す る こ と が 課 題 で あ

る 。

■これも同じ。確かに下水道の課題ですが、この問題の主題の ICTの活用との

関係性が述べられていません。

(2) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 複 数 の 解 決 策

最 も 重 要 な 課 題 は 前 述 の 「 (1)- ① 施 設 老 朽 化 、 耐 震

化 へ の 対 応 」 で あ る 。 下 水 道 事 業 は 国 見 が 健 康 的 に 生

活 す る た め に な く て は な ら な い イ ン フ ラ 施 設 で あ り 、

処 理 を 停 止 さ せ る と 大 き な 影 響 が 発 生 す る か ら で あ る 。

複 数 の 解 決 策 に つ い て 次 の と お り 述 べ る 。

■理由は不要です。

① ICT 活 用 に よ る ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 推 進

GIS や 設 備 台 帳 シ ス テ ム を 活 用 し 、 管 き ょ （ 布 設 位

置 、 管 種 、 建 設 年 度 な ど ） や 設 備 （ 建 設 年 度 、 設 備 種

類 な ど ） を 収 集 整 理 す る 。 管 き ょ が 埋 設 さ れ て い る 道

路 の 重 要 度 や 処 理 停 止 に よ る 影 響 度 を 加 味 し 、 各 施 設

の リ ス ク 評 価 を 実 施 す る 。 リ ス ク 評 価 結 果 に 基 づ き 、

優 先 的 に 対 応 す べ き 施 設 に 対 し て 、 ス ク リ ー ニ ン グ を

行 う 。 管 口 カ メ ラ 調 査 な ど で 劣 化 が 進 行 し て い る 施 設

に つ い て は 、 さ ら な る 詳 細 な 調 査 と し て 、 自 走 式 カ メ

ラ や UAV な ど を 用 い て 目 視 調 査 を 行 い 、 劣 化 度 を 判 断

す る 。 必 要 な 箇 所 の 修 繕 や 改 築 ・ 維 持 管 理 に つ い て ス

ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し 、 実 施 す る 。

■ ① ② は Ｏ Ｋ で す 。 合 格 点 取 れ て い ま す 。 た だ し 冗
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長 な の で も う 少 し 簡 潔 が 良 い で し ょ う 。

② 施 設 の 監 視 制 御 設 備 導 入 に よ る 効 率 化

特 に 多 く の ポ ン プ 場 や 設 備 を 抱 え る 場 合 、 監 視 制 御

を 集 約 す る 監 視 制 御 シ ス テ ム を 導 入 す る こ と が 解 決 策

で あ る 。 こ れ に よ り 施 設 の 状 況 を 把 握 し 、 エ ネ ル ギ ー

効 率 を 考 慮 し た 取 り 替 え を 行 う 。 広 域 化 や 共 同 化 を 行

う 際 も ス ム ー ズ に 移 行 で き 、 施 設 老 朽 化 に 対 応 で き る 。

③ 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 精 緻 化

近 年 の ICT 技 術 の 発 展 は め ざ ま し く 、 特 に コ ン ピ ュ

ー タ の 処 理 性 能 が 向 上 し て い る 。 そ の た め 、 分 散 モ デ

ル の 採 用 な ど 雨 水 流 下 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 精 緻 化 が 可

能 と な り 、 大 雨 時 の 照 査 降 雨 に よ る 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン が 実 施 で き 、 防 災 対 策 や 耐 震 化 の 向 上 が 図 れ る 。

④ 施 工 自 動 化

CIM を 用 い た 施 設 工 事 の 施 工 自 動 化 を 採 用 す る こ と

で 、 施 設 更 新 、 耐 震 化 の 迅 速 化 を 図 る 。

⑤ 技 術 の 継 承

ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 採 用 に よ り 、 技 術

継 承 に あ た っ て の ベ テ ラ ン 職 員 の 暗 黙 知 の 形 式 知 化 や 、

e- ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム に よ る 研 修 に よ る 技 術 力 向 上 を

図 る 。

(3) 新 た に 応 じ る リ ス ク と 対 策

サ イ バ ー テ ロ が 新 た に 応 じ る リ ス ク の １ つ で あ る 。

こ れ に よ っ て 関 連 シ ス テ ム が 停 止 す る と 、 下 水 処 理 自

体 が 停 止 し 、 大 き な 影 響 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。
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■サイバーテロは今や常識です。技術士問題の答えになりにくいです。一方、

解決策は難解で水道部門では歯が立ちません。現実には下水道技術士の出る幕

はないでしょう。ですので、提案はできても有意義な議論はできません。

そ の た め 、 サ イ バ ー テ ロ に 対 す る 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

の 強 化 、 ISMS に 基 づ く 下 水 道 技 術 者 へ の 教 育 訓 練 を 図

る 。 ま た ICT が 使 え な い 場 合 で も 非 常 時 優 先 業 務 が 実

施 で き る よ う 、 BCP の 対 象 事 象 に サ イ バ ー テ ロ を 追 加

す る 。

さ ら に 、 ICT 導 入 に よ り ベ ン ダ ー ロ ッ ク と な り 、 今

後 の 維 持 管 理 費 用 が 増 大 す る 恐 れ が あ る 。 そ の た め 、

デ ー タ や シ ス テ ム 仕 様 の 標 準 化 な ど の 対 策 を 図 る 。

以 上
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問題文 日本の将来人口は、減少していくと予想されている。この人口減少により上下水道事業では、将来水需要の減少に

伴う料金収入の減収や職員数の減少が見込まれている。一方、多くの施設は、老朽化が進行しており、更新時期を迎えつつあ

る。このため、今後も安定して事業を継続していくためには、厳しい財政状況の下で執行体制の省力化を図りながら事業が進

められるように上下水道事業の基盤強化を着実に進めていくことが求められている。

(１) 上下水道事業に共通する事業基盤強化に関して、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題を抽出し、それぞれ
の観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。

(２) 抽出した課題のうち最も重要と考える上下水道に共通する課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
(３) 解決策に共通して生じうる新たなリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。
(４) 業務遂行において必要な要件を技術者としての倫理、社会の持続可能性の観点から述べよ。
(５)

作成日 2021.11.21
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅰ－１

評価 Ａ
部門 上下水道部門

専門科目 下水道

専門事項 管きょ計画・設計

(1) 上 下 水 道 事 業 に 共 通 す る 課 題

➀ 職 員 の 減 少

全 国 市 町 村 の 職 員 は 、 ベ テ ラ ン 職 員 の 大 量 退 職 や 人

員 削 減 に よ り 、 ピ ー ク 時 の 平 成 ９ 年 よ り 約 ３ 割 減 少 し

て い る 。 全 国 1716 市 町 村 の 内 、 ７ 割 は ５ 万 人 以 下 で あ

り 、 担 当 職 員 は ５ 人 以 下 で あ る 。 日 々 の 維 持 管 理 業 務

や 老 朽 化 施 設 の 更 新 業 務 を 行 う に あ た り 、 人 員 不 足 に

よ り 支 障 を き た し て い る 。 そ の た め 、 職 員 の 減 少 が 課

題 で あ る 。 確 保 ↑

② 上 下 水 道 老 朽 化 施 設 の 更 新 増

上 下 水 道 施 設 は 、 高 度 経 済 成 長 期 に 建 設 さ れ 、 今 後

急 速 に 劣 化 に よ る 更 新 が 必 要 と な る 。 全 国 の 上 水 道 管

延 長 72 万 ㎞ 、 下 水 道 管 48 万 ㎞ 、 下 水 処 理 場 は 2200 箇 所

と 大 量 の 施 設 が あ る 。 管 渠 の 経 年 劣 化 に よ り 、 上 下 水

道 管 の 破 損 に よ る 道 路 陥 没 や 汚 水 の 流 失 が 発 生 し 、 国

民 生 活 や 社 会 経 済 活 動 に 影 響 を お よ ぼ し て い る 。 効 率

的 な 上 下 水 道 の 老 朽 化 施 設 の 更 新 が 必 要 で あ る 。 そ の

た め 、 上 下 水 道 老 朽 化 施 設 の 更 新 増 が 課 題 で あ る 。

③ 上 下 水 道 施 設 更 新 費 用 の 財 源 確 保

全 国 の 市 町 村 で は 、 本 格 的 な 人 口 減 少 に よ る 水 需 要

の 低 下 や 節 水 器 具 の 普 及 に 伴 い 上 下 水 道 使 用 量 減 に よ

り 、 使 用 料 金 の 収 入 が 減 少 し て い る 。 全 国 の 市 町 村 の

上 下 水 道 予 算 に つ い て も 、 事 業 の 縮 小 や 予 算 の 削 減 が

行 わ れ て い る 。 今 後 の 施 設 更 新 費 用 と 併 せ て 施 設 の 維

持 管 理 費 を 、 ど の よ う に 確 保 す る か が 重 要 で あ る 。 そ
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の た め 、 施 設 更 新 費 用 の 財 源 確 保 が 課 題 で あ る 。

■ 技 術 士 試 験 は 行 政 の 立 場 で は な い の で 、 省 力 化 や 低

コ ス ト 化 と す る の が 良 い で し ょ う 。

(2) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 及 び 解 決 策

最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、 「 職 員 の 減 少 」 で あ る 。

そ の 理 由 は 、 維 持 管 理 や 上 下 水 道 老 朽 化 施 設 の 更 新 は

今 後 増 加 し て い く た め 、 人 員 が 必 要 と な る か ら で あ る 。

課 題 に 対 す る 解 決 策 に つ い て 、 以 下 に 述 べ る 。

➀ 広 域 化 ・ 共 同 化

近 隣 の 市 町 村 と 広 域 化 ・ 共 同 化 に よ り 、 職 員 の 不 足

を 補 う よ う に す る 。 １ 市 町 村 だ け で は 対 応 で き な い こ

と に 、 近 隣 市 町 村 の 人 的 及 び 技 術 力 の 助 け を 受 け る 。

広 域 化 ・ 共 同 化 に よ り 、 施 設 更 新 や 維 持 管 理 業 務 に 効

率 的 に 取 り 込 む こ と が で き る 。

② 官 民 連 携 (PPP/PFI)

職 員 の 減 少 に つ い て は 、 民 間 企 業 の 資 金 や 技 術 ノ ウ

ハ ウ を 導 入 し 、 業 務 の 効 率 化 を 図 る 。 民 間 活 力 (PPP/PF

I) に よ る 上 下 水 道 施 設 の 更 新 を 行 う こ と に よ り 、 職

員 不 足 へ の 対 応 が 可 能 と な る 。 ま た 、 維 持 管 理 業 務 に

つ い て も 、 民 間 事 業 者 へ の 委 託 を 行 う 。

(3) 解 決 策 に よ り 生 じ る リ ス ク と そ の 対 策

上 記 の 解 決 策 に 共 通 し て 生 じ る 新 た な リ ス ク と し て

は 、 職 員 の 技 術 の 空 洞 化 が あ る 。 広 域 化 と 官 民 連 携 す

る こ と で 、 中 小 の 市 町 村 で は 技 術 的 確 認 の 能 力 不 足 に

よ り 技 術 的 な チ ェ ッ ク が で き な い お そ れ が あ る 。 そ の
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対 策 と し て は 、 官 民 で 勉 強 会 や 研 修 会 を 実 施 し て 、 技

術 の 向 上 を 図 る 。 市 町 村 の 上 下 水 道 事 業 の 職 員 に つ い

て は 、 基 幹 と な る 技 術 者 は 最 小 限 確 保 し て お く 。 必 要

な 事 業 は 、 官 側 で 行 う よ う に す る 。

(4) 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件

上 下 水 道 事 業 の 業 務 遂 行 に あ た り 、 公 共 の 安 全 で あ

る 公 衆 の 安 全 、 健 康 及 び 福 利 を 最 優 先 に 考 え て 行 う こ

と が 必 要 で あ る 。

社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら 、 環 境 の 保 全 に 配 慮 し 、

上 下 水 道 施 設 を 更 新 し て い く 。

■ こ こ は 意 味 が 違 い ま す 。 問 2 に 書 い た 広 域 化 、 官 民

連 携 を 遂 行 す る の に 、 た だ 最 低 限 の 仕 事 を す る の で は

な く 、 技 術 士 な ら 技 術 者 倫 理 も 高 め て す る は ず 。 つ い

て は あ な た は 、 仕 事 の や り 方 と し て 、 何 を ど う 留 意 し

ま す か ・ ・ と い う 意 味 で す 。

例 地 域 の ま と ま り を 考 慮 し て 、 親 近 性 の 高 い グ ル ー

プ を 作 り 広 域 化 す る 。 水 道 業 務 の 差 が 生 じ な い よ う に

平 等 性 が 保 つ た め 質 的 平 準 化 を 目 指 す 。

以 上


